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報道関係各位 

株式会社ラック 

 

日本オラクルとラック、データベースセキュリティで協業 
～両社の技術を併せてデータベースへの不正アクセスの追跡を可能に ～ 

 

日本オラクル株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：新宅正明、以下日本オラクル）と株式会社

ラック（本社：東京都港区、代表取締役社長：三輪信雄、以下ラック）は、日本オラクルのデータベース技術とラッ

クのセキュリティ技術を併せて、個人情報などの機密情報が格納されているデータベースへの不正アクセスの源

を探り、犯人の特定を可能にする技術的な手法、「データベース・フォレンジック」の確立を発表いたします。 

 

昨今、企業の個人情報を主とした情報漏洩が連日報道され、問題となっており、企業にとってのセキュリティの

強化は急務となっております。米国では企業内だけでなく、あらゆる犯罪にコンピュータが関与するものと考えら

れていることから、「コンピュータ・フォレンジック」と呼ばれるコンピュータ内の不正アクセスの追跡や犯人の特定

などを行う技術的な研究が、1999 年頃より始まっております。警察などの捜査機関によって、ハイテク犯罪だけで

なく企業内など民間レベルでの犯罪調査に利用されています。日本ではこれまで米国と法務制度が違うことなど

が理由で、ごく一部のハイテク犯罪捜査でのみ「コンピュータ・フォレンジック」が使用されてきました。今後、日本

でも民間レベルでの利用促進のため、法的・社会的な枠組みの整備、専門会社の普及、「コンピュータ・フォレン

ジック」の認知度向上などが求められています。 

 

このたび、日本オラクルは広範なコンピュータ・フォレンジックの分野においてデータベースに格納された情報

への侵害に対するセキュリティ監視に特化し、ラックの所有するセキュリティ技 術と併せて、「データベース・フォレ

ンジック」を確立します。オラクルのデータベースが所有する監査機能などとラックの所有するセキュリティ技術に

より、データベースへの詳細なログ、ネットワーク上のログ、サーバOS上のログを記録、分析、監視する技術的な

手法を確立します。個人情報を主とした情報漏洩事件の流出経路を特定し、疑わしい人物に対して追求・訴追す

ることにより、事件の解決を目指します。また、このようなシステムを導入し周知する事により、未然に内部犯罪を

防止する大きな抑止効果も期待されます。 

 

今後、日本オラクルとラックはフォレンジック技術を持つ企業のコンソーシアムの設立を予定しており、政府による

法制度化・標準化と利用のさらなる促進を目指します。また、同内容は9 月 1 日にウェスティンホテル東京にて行

われた「情報漏洩セミナー」でも日本オラクルから一部紹介されました。 

詳細URL：http://www.oracle.co.jp/events/tk040901/ 

NEWS RELEASE 



 

●日本オラクル株式会社について 

日本オラクル株式会社は、オラクル・コーポレーションの日本法人として 1985 年に設立されました。国内を拠点と

した情報システム構築のためのソフトウエア製品、ソリューション、コンサルティング、サポートサービス、教育の

事業を展開しています。1999 年 2 月 5 日に店頭市場へ株式公開、2000 年４月 28 日に東証一部上場。従業員数

1,448 名。(2004 年 5 月末現在) 

 

●「Oracle Database」について 

「Oracle Database」は小規模サーバから最大規模のSMP サーバ、クラスタからエンタープライズ・グリッドまで、全

ての環境において効率的に実装できるように設計されたデータベース管理ソフトです。自動化されたチューニン

グ・管理機能により、作業の効率化とコスト削減を可能にします。ビジネス上の情報からOLAP、XML文書、空間・

位置情報まで、全ての既存データをネイティブで管理し、オンライン・トランザクション処理、ビジネス・インテリジェ

ンス、データウェアハウス、コンテンツ管理アプリケーションなどでの活用を支援します。 

 

 

●株式会社ラックについて 

 株式会社ラックは、ネットワークセキュリティソリューション分野でのリーディングカンパニーとして、｢コンピュータ

セキュリティ研究所｣にてセキュリティに関する情報を日々、蓄積・分析・検証を行い、｢JSOC｣にて顧客システム

の 24 時間 365 日のセキュリティ監視・分析を行っています。また、先進のセキュリティテクノロジーを、セキュア

ネットサービス事業とシステムインテグレーション事業が提供するサービスに付加して、官公庁・企業・団体等の

顧客にセキュリティソリューションサービスを提供しています。 

 

●コンピュータセキュリティ研究所について 

ラックが運営する、情報セキュリティの研究を専門とする研究機関の通称です。当研究所では、日々発見され

るセキュリティホール情報を収集し、再現性の検証や、影響のあるプロダクトの調査を行い、時には自らアプリケ

ーションやＯＳ などのセキュリティホールを発見します。 

 

●JSOC について 

Japan Security Operation Center の略で、ラックが運営する情報セキュリティに関するオペレーションセンター

です。高度なセキュリティ分析システムや業界屈指の堅牢な設備を誇り、常時数十名の技術者を配置しておりま

す。 

 

 

 

 

 



 

■ 本件に関する報道関係お問合せ 

 

日本オラクル株式会社 マーケティング本部 

コーポレート・コミュニケーションズグループ 広報 北川・石川 

TEL：03－5213－6687 FAX：03－5213－6589 

e-mail：natsuko.kitagawa@oracle.com 

プレスルーム URL:http://www.oracle.co.jp/press/ 

 

株式会社ラック 

SNS 営業本部 営業推進グループ 橋本 

TEL：03－5537－2610 FAX：03－5537－2619 

e-mail：oki.hashimoto@lac.co.jp 

URL ：http://www.lac.co.jp/ 
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